
存
留
在
船
通
事

一
員
 
金
応
元
 
人
伴
三
名

管
船
火
長

・
直
庫
二
名
 
林
世
正
 
馬
居
頼

梢
水
共
に
四
十
八
名

右
の
執
照
は
通
事
金
応
元
等
に
付
し
、
此
れ
に
准
ぜ
し
む

万
暦
四
十
二
年

(
一
六

一
四
)
九
月
二
十
四
日
給
す

執
照

注

*

〔
一
八

-
〇

八

〕

を

参

照

。

1-32-20

国
王
尚
寧
の
、
倭
の
情
勢
を
報
ず
る
た
め
都
通
事
蔡
廛

等
を
遣
わ
す
執

照

(
一
六

一
六
、
二
、

一
八
)

琉
球
国
中
山
尚

(寧
)
、
倭
情
を
報
ず
る
事
の
為

に
す
。

今
、
特
に
都
通
事
蔡
廛

等
を
遣
わ
し
、
咨
文

一
通
を
捧
じ
、
土
小
船
に
坐

駕
し
、
水
梢
を
率
領
し
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
前
赴
し
て
告
投
せ
し

む
。
別
に
文
憑
無
く
ば
誠
に
所
在
の
官
司
の
盤
阻
し
て
便
な
ら
ざ
る
を
恐
る
。

王
府
、
今
、
洪
字
第
六
十
七
号
半
印
勘
合
執
照
を
給
し
、
通
事
蔡
廛塵
に
付
し
、

収
執
し
て
前
去
せ
し
む
る
所
以
な
り
。
如
し
経
過
の
関
津
把
隘

の
去
処
の
験

実

に
遇
わ
ば
、
即
便
に
放
行
し
、
留
難
し
遅
?
し
て
便
な
ら
ざ
る
を
得
し
む

る
毋
れ
。
須
ら
く
執
照
を
給
す
る
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

計
開

都
通
事

一
員
 
蔡
廛
 

人
伴
五
名

水
梢
共
に
十
二
名

右

の
執
照
は
都
通
事
蔡
廛

等
に
付
し
、
此
れ
に
准
ぜ
し
む

万
暦
四
十
四
年

(
一
六

一
六
)
二
月
十
八
日
給
す

執
照

注

*

『明
実
録
』
万
暦
四
十
四
年
六
月
乙
卯
の
条
に
関
連
の
記
事
が
あ
る
。
ま
た

〔〇
七
-
一
七
〕
を
参
照
。

1-32-21

国
王
尚
寧
の
、
上
奏
文
の
と
り
つ
ぎ
を
請
う
た
め
王
舅
毛
継
祖
等
を
遣

わ
す
執
照

(
一
六

一
七
、

一
〇
、
□
)

琉
球
国
中
山
王
尚

(寧
)
、
転
疏
し
て
聖
聴
に
啓
呈
し
、
藩
情
を
俯
察
し
?

危
を
鑑
照
す
る
を
懇
恩
す
等
の
事
の
為
に
す
。

特
に
、
王
舅
毛
継
祖

・
正
議
大
夫
蔡
堅
等
を
遣
わ
し
、
疏
章

一
通

.
咨
文

五
道
を
齎
捧
せ
し
む
。
小
船

一
隻
に
坐
駕
し
、
風
濤
を
険
渉
し
、
福
建
等
処

承
宣
布
政
使
司
并
び
に
撫
按
両
院

・
道
等
の
衙
門
に
前
赴
し
て
投
逓
す
。
拠

り
て
差
遣
す
る
員
役
は
、
別
に
憑
引
無
く
ば
誠
に
所
在
の
官
司
の
盤
阻
し
て

便
な
ら
ざ
る
を
恐
る
。
合

に
就
ち
給
照
し
て
以
て
通
行
に
便
な
ら
し
む
べ
し
。


